
本⽇は、第2四半期 決算に関する電話会議にお時間を頂き、
誠にありがとうございます。
セガサミーホールディングス 上席執⾏役員 財務経理本部⻑の⼤脇です。

本⽇は、私⼤脇と、上席執⾏役員 グループ代表室⻑の⾼橋の2名で
ご説明させて頂きます。

ご案内の通り、今期より第2四半期決算につきましても電話会議での
ご説明とさせていただきました。
事業戦略及び中⻑期的な⾒通しについては、
別途、12⽉5⽇に弊社にて開催するラージミーティングにてご説明いたしますので、
そちらへのご参加も何卒よろしくお願いいたします。

なお、本⽇は、弊社ウェブサイトに掲載しております、
「2020年3⽉期第2四半期決算プレゼンテーション」資料を使⽤して説明させていただきます。

それでは、資料3ページ⽬をご覧ください。
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詳細は後程個別にご説明いたしますが、
第2四半期累計期間の実績は、前年同期⽐で減収、増益となりました。

主に、遊技機事業の販売台数が前年同期⽐で減少している事から
減収となった⼀⽅で、デジタルゲーム分野を中⼼としたエンタテインメントコンテンツ事業が
けん引する形で⼤幅に増益となりました。

第2四半期までは、主に利益⾯で通期計画に対して好調に推移しておりますが、
第3四半期に各セグメントの⼤型タイトルが集中するため、その販売動向をしっかりと⾒極める必
要がございます。

遊技機事業においては、年末にかけて⾏われるパチスロ旧規則機の撤去に伴う
⼊替需要にあわせて、複数主⼒タイトルを投⼊するほか、
エンタテインメントコンテンツ事業におきましても主にパッケージゲーム分野において
複数の⼤型新作タイトルの投⼊を予定しております。
これらの販売状況等を慎重に⾒極め、業績予想修正の必要がある場合には速やかに公表いた
します。

セグメント別の実績及び⾒通しの詳細につきましては後程ご説明させていただきます。



4

続きまして、4ページより各段階利益の内訳となります。

営業外費⽤のうち、持分法投資損失につきましては、
パラダイスシティの1〜6⽉期実績が取り込まれております。
昨年9⽉に開業したノンゲーミングエリアのFunCityにおける
固定費が増加したことから、前年同期と⽐較して損失幅は拡⼤しております。
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続きまして、5ページ⽬より各種費⽤になります。
研究開発費につきましては、パッケージゲーム分野の
新作タイトル投⼊に伴い増加いたしました。

設備投資額につきましては、昨年本社移転により増加していた分の反動で
前年同期⽐で減少しております。
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続きまして、6ページ⽬、連結貸借対照表をご覧ください。

流動資産のうち、現⾦・預⾦が⼤きく減少しておりますが、
これは譲渡性預⾦等の短期運⽤⽬的の有価証券を取得したことや、
有利⼦負債の返済、配当⾦の⽀払い等によるものになります。
有利⼦負債の返済につきましては、第1四半期に社債の償還があったほか、
第2四半期では借⼊⾦の返済を進めたことから、減少しております。

以上の結果、第2四半期末の⾃⼰資本⽐率は前期末から約3.0ポイント上昇し、68.1％となって
おります。

詳細は「決算説明・補⾜資料」もしくは「決算短信」にてご確認ください。

なお、キャッシュフローについて、現在監査中ではございますが、現時点での⾒込みをお知らせいた
します。
営業キャッシュフローは35億円、投資キャッシュフローは▲137億円、財務キャッシュフローは▲267

億円となる⾒込みです。

正式な数値に関しては11⽉13⽇発⾏予定の四半期報告書にて開⽰いたします。
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続きまして、8ページ⽬よりセグメント別の詳細です。
まずは遊技機事業ですが、第2四半期におきましては、主な販売タイトルとして
『パチスロあの⽇⾒た花の名前を僕達はまだ知らない。』、『P北⽃の拳8覇王』等の
販売を⾏いましたが、
パチスロの販売台数が増加した⼀⽅で、パチンコの販売台数が減少いたしました。
利益率の⾼いパチスロの販売台数が増加した事や、パチンコの盤⾯販売の⽐率があがった事など
により、売上⾼が減少する中でも収益性は前年同期と⽐べて改善しております。

今後の⾒通しにつきましては、
パチスロにおきまして、年末にかけての⼊替需要に合わせて11⽉に⼤型タイトル『パチスロ北⽃の
拳天昇』の販売を予定しており、受注状況は⾮常に好調となっております。
また、『パチスロ交響詩篇エウレカセブン3 HI‐EVOLUTION ZERO』につきましても適合の通知を受け
ており、年内の納品に向けて準備を進めてまいります。

しかしながらパチスロの型式試験の適合状況は依然として低⽔準で推移していることから、引き続
き慎重に⾒極める必要があります。
パチンコにおきましては、『Pガオガオキング3』をはじめ複数タイトルを販売してまいります。
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続きまして、10ページ⽬よりエンタテインメントコンテンツ事業です。
当第2四半期におきましては、デジタルゲーム分野がけん引する形で、
前年同期⽐増収、増益となりました。

エンタテインメントコンテンツ事業においては、営業利益が既に通期計画を超過しておりますが、第
3四半期以降、主にパッケージゲーム分野において、複数の⼤型新作タイトルの投⼊を予定して
いることから、販売動向を慎重に⾒極める必要がございます。

続きましてサブセグメントについてご説明いたします。11ページをご参照ください。
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まずデジタルゲーム分野ですが、
第2四半期において、前年同期⽐で収益が⼤幅に改善する結果となりました。

『北⽃の拳 LEGENDS ReVIVE』等の新作タイトルを配信開始したほか、
既存タイトルについても概ね堅調に推移いたしました。
また、Apple Arcade向けに『Sonic Racing』、『Chu Chu Rocket Universe』の2タイトルを提供し、タ
イトル提供に伴う収益等を計上したほか、
第1四半期に計上したタイトル譲渡による収益や、前期に⾏った減損処理により
各種費⽤が減少している事などにより、
期初計画を⼤幅に上回る⽔準で推移しております。

今後の⾒通しにつきましては、
適正な運営規模を⾒極めつつ、既存タイトル及び新作の運営強化をはかってまいります。
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続きまして、13ページ⽬よりパッケージゲームです。

第2四半期では、『メガドライブ ミニ』を⽇本、アジア、北⽶にて販売開始いたしました。
新作タイトルについては⼀部タイトルにおいて想定を下回る推移をしているものの、
リピート販売等が堅調に推移いたしました。

前年同期⽐で増収となっている⼀⽅で減益となっている要因は、リピート販売中⼼であった前年
同期と⽐較して、複数の新作タイトル投⼊に伴う開発費、広告宣伝費等の費⽤が増加している
ためです。

今後の⾒通しにつきましては、欧州向けメガドライブの販売を10⽉に開始しているほか、
年末にかけて主⼒の『マリオ&ソニック AT 東京2020オリンピックTM』や『ペルソナ5ザ・ロイヤル』、『新
サクラ⼤戦』等の新作タイトルの販売を進めてまいります。
いずれも⼤型タイトルとなる為、販売状況を慎重に⾒極めて参ります。
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続きまして、15ページ⽬からアミューズメント機器になります。

第2四半期は、「UFOキャッチャー」などのプライズ機の販売は引き続き
堅調に推移しておりますが、前期に販売したビデオゲームの稼働が想定を下回り、
低調に推移したほか、本社移転に伴う固定費の増加などにより減益となっております。

その他のトピックスとしましては、ネバダ州におけるカジノ施設へのカジノ機器の
販売許可を取得し、7⽉より、トライアルではありますが、設置を開始しております。

今後につきましては
「スターホース」シリーズの最新作でメダルゲーム初となる完全な電⼦メダル化を実現した
『StarHorse4』を11⽉下旬より投⼊してまいります。
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16ページ⽬より、アミューズメント施設分野となります。

第2四半期は、引き続きプライズカテゴリーを中⼼に堅調に推移しており、
既存店売上⾼前年⽐は103.6％となっております。

今後の⾒通しですが、
4店舗の新規出店を予定している⼀⽅で1店舗の閉店を予定しております。
また、10⽉以降は消費増税の影響を⾒込んでおります。
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17ページ⽬は、映像、玩具分野となります。
映像分野に関しましては、過去最⾼の興⾏収⼊となった
劇場版『名探偵コナン紺⻘の拳（フィスト）』の配分収⼊を計上いたしました。

また、玩具分野におきましてはアンパンマンシリーズを中⼼とした定番製品および
新製品の販売を⾏い、堅調に推移いたしました。

今後の⾒通しですが、
映像分野に関しましては「ルパン三世」シリーズ初の３DCG作品となる劇場版
『ルパン三世 THE FIRST』の公開を12⽉6⽇に予定しております。
本作公開に伴う制作収⼊を⾒込むほか、引き続き映画の配分収⼊及びその他
動画配信等の収⼊の計上を⾒込んでおります。

玩具については、年末商戦に向けて定番製品に加え、おもちゃ⼤賞を受賞した新製品等の販売
を強化してまいります。
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続きまして、19ページ⽬よりリゾート事業についてご説明いたします。

リゾート事業は、フェニックスリゾートの収益が改善したものの、
国内IR参⼊に向けた先⾏費⽤の増加により、損失幅拡⼤となりましたが、
概ね計画に近い⽔準で推移しております。

今後の⾒通しにつきましては、既存施設の収益改善に取り組む⼀⽅、
引き続き国内IR事業参⼊に向けた取り組みの活発化を⾒込むため、費⽤の増加を予定しており
ます。
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続きまして、20ページ⽬ではフェニックスリゾートについてご説明いたします。

第2四半期におきましては、台⾵等の度重なる⾃然災害の影響を受けたものの、
夏休み施策や九州域内向けのプロモーションの強化、会員向けリピート施策など
各種施策の実施により利⽤者数が増加しております。

今後につきましては、
シーガイアの25周年記念企画『The DELICIOUS FESTIVAL』や、
年末年始向けの施策等、各種プロモーションを実施し、
更なる収益改善を⽬指してまいります。
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21ページでは、当社持分法適⽤関連会社である、
パラダイスセガサミーについてご説明いたします。

当社決算には、３カ⽉遅れで計上されているため、
2019年1〜6⽉の業績となりますが、前年同期⽐で損失幅が拡⼤しております。
これは主にFunCityの開業に伴う固定費の増加等によるものとなります。

⼀⽅で、8⽉には、テーブルドロップが過去最⾼額を更新するなど、
引き続き⽇本からの顧客を中⼼に、多くのお客様にご利⽤いただいております。
また、第2四半期における当社決算の影響としましては約15億円の持分法投資損失を営業外
費⽤として計上しております。

以上でご説明を終わります。ご清聴ありがとうございました。
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